
本
書
は
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
学
会
や
学
術
機
関
誌
等
で
発
表
さ
れ
た
諸

論
文
お
よ
び
新
た
に
稿
を
草
さ
れ
た
も
の
を
一
言
に
ま
と
め
公
刊
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

ア
ピ
ダ
ル
マ
（
イ
ン
ド
）
思
想
に
対
す
る
学
術
的
研
究
は
既
に
東
西
の
諸

先
学
に
よ
り
学
的
繩
奥
を
究
め
尽
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
に

お
い
て
精
細
に
論
究
さ
れ
る
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
新
資
料
ご
〕
冒
号
閏
目
四
目
罵

昌
目
く
ぎ
園
出
目
：
目
司
登
（
少
口
ぐ
）
の
解
明
は
、
わ
れ
わ
れ
に
も
う

一
度
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
原
点
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
著
者
に
よ
る
シ
ロ
ぐ
の
研
究
成
果
は
後
学
者

、
、

に
大
き
な
学
問
的
関
心
と
啓
発
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
思
想
が
単
な
る

観
念
や
理
論
と
結
び
つ
く
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
限
り
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
思

想
に
よ
っ
て
、
あ
る
特
殊
理
論
の
壁
を
克
服
し
ま
た
時
代
を
越
え
て
自
己

の
学
問
の
道
や
立
脚
点
が
開
発
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

佐
左
木
現
順
博
士
は
本
書
の
「
序
言
」
で
「
該
害
の
本
領
は
、
斯
界
に

於
て
新
し
く
登
場
し
た
梵
本
シ
ｇ
蔵
冒
黒
目
四
日
増
と
其
の
く
ぎ
冨
出
‐

吉
元
信
行
著

『
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
』

広
瀬
智
一

百
号
目
ぐ
稗
陸
を
用
い
、
又
、
関
連
の
諸
論
書
を
、
、
梵
・
漢
・
巴
・
蔵
の

原
典
資
料
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
な
る
理
論
を
菌
ｏ
言
旦
に
跡

付
け
ん
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
（
も
と
推
薦
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
著
者

の
原
典
資
料
に
即
し
た
鋭
い
洞
察
力
と
方
法
論
に
よ
っ
て
新
領
域
を
開
拓

さ
れ
た
こ
と
に
限
り
な
い
喜
び
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
（
阿
毘
達
磨
）
思
想
」
と
は

何
か
を
簡
潔
明
瞭
に
述
べ
る
ｌ
「
原
始
佛
教
の
思
想
を
基
礎
に
し
て
、
そ

れ
に
哲
学
的
方
法
論
を
加
え
、
そ
の
真
理
の
普
逓
性
を
一
大
体
系
化
し
た

と
こ
ろ
の
佛
教
哲
学
で
あ
っ
た
。
原
始
佛
教
の
思
想
は
佛
陀
の
対
機
説
法

を
基
に
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
凡
愚
に
対
す
る
佛
陀
の
説
法
は
、

極
め
て
理
解
し
易
い
方
法
で
為
さ
れ
た
が
、
佛
陀
自
身
が
全
身
全
霊
を
打

ち
込
ん
で
求
め
た
真
理
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
容
易
に
理
解
し
う
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
対
磯
説
法
の
根
底
に
光
っ
て
い
た
こ
の
よ
う
な
真
理
の

、
、
、
、
、

普
遍
性
を
追
求
し
て
発
達
し
た
佛
教
の
思
想
、
そ
れ
こ
そ
が
ア
ビ
ダ
ル
マ

、
、

思
想
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
三
七
九
頁
）
。
本
書
の
論
究
の
基
本
的

姿
勢
と
方
法
論
が
適
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
次
い
で
著
者

は
本
書
の
方
法
論
を
三
編
に
分
類
し
て
論
旨
を
述
べ
て
い
る
（
三
八
一
頁
）

が
、
そ
れ
は
以
下
の
目
次
構
成
に
そ
っ
た
内
容
の
概
観
と
紹
介
に
よ
っ
て

確
か
め
ら
れ
る
と
思
う
。

第
一
編
「
説
一
切
有
部
思
想
の
展
開
」
第
一
章
「
説
一
切
有
部
の
思
想

的
系
譜
」
第
一
節
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
語
義
」
に
お
い
て
、
説
一
切
有
部

（
Ｉ
有
部
）
の
基
本
概
念
で
あ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
意
味
、
有
部
の
初
期
諾

二
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論
耆
か
ら
『
倶
舎
論
』
乃
至
『
順
正
理
論
』
の
ア
》
ヒ
ダ
ル
マ
の
伝
統
的
、

語
源
的
解
釈
を
論
述
す
る
。

、
第
二
節
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
成
立
」
で
は
、
南
北
諸
論
書
の
比
較
検

討
を
通
し
て
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
起
源
と
そ
の
原
初
形
態
、
佛
説
と
し
て
の
ア

ビ
ダ
ル
マ
の
教
学
的
位
置
づ
け
や
正
統
有
部
に
お
け
る
の
日
日
と
：
宮
？

旨
時
日
四
と
の
内
在
的
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
新
資
料
碑
口
く

に
よ
り
伝
統
的
ア
ビ
ダ
ル
マ
観
の
立
場
を
確
立
す
る
。

第
三
節
「
部
派
佛
教
の
成
立
と
展
開
」
で
は
、
根
本
分
裂
、
枝
末
分
裂

の
佛
教
界
か
ら
部
派
の
成
立
の
根
拠
と
展
開
の
跡
付
け
を
諸
先
学
の
論
考

を
ふ
ま
え
述
ぺ
る
。

第
四
節
「
説
一
切
有
部
の
成
立
」
で
は
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
伝
道
使
派

遣
が
部
派
成
立
の
機
会
に
な
っ
た
こ
と
、
有
部
の
名
称
の
成
立
、
世
親
・

衆
賢
以
後
の
論
害
シ
ロ
ぐ
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
検
討
す
る
。

第
二
章
「
説
一
切
有
部
の
思
想
的
展
開
ｌ
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
』

の
思
想
的
位
置
ｌ
」
第
一
節
「
「
倶
舎
論
」
と
『
順
正
理
論
』
」
の
も
と
で
、

佛
教
学
史
上
に
お
い
て
果
し
た
『
倶
舎
論
」
の
役
割
お
よ
び
倶
舎
論
主
世

親
と
大
乗
思
想
と
の
関
連
を
分
析
し
て
新
た
な
方
法
論
を
駆
使
し
『
倶
舎

論
』
に
な
い
有
部
の
哲
学
を
成
立
せ
し
め
た
根
拠
を
『
順
正
理
論
』
に
見

出
し
披
瀝
す
る
。

第
二
節
「
『
ァ
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
．
Ｅ
概
観
」
で
は
、
正
統
有
部
の
梵

文
新
資
料
ジ
ワ
ぐ
の
原
典
解
明
と
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
論
究
す
る
。

シ
ご
く
の
写
本
は
一
九
三
六
年
、
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ー
ン
ク
リ
ト
ャ
ー
ャ
ナ
に

よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
の
シ
ャ
ル
（
普
ゅ
Ｉ
旨
）
寺
で
発
見
さ
れ
た
。
一
九
五
九

年
、
Ｐ
。
Ｓ
・
ジ
ャ
イ
’
一
博
士
が
目
号
①
国
ご
段
ご
ｍ
胃
詳
言
。
烏
の
の
①
己
①
⑩

ご
巳
．
Ｈ
ぐ
と
し
て
勺
胃
巨
四
の
属
儲
冨
勺
国
段
旦
言
冒
儲
葛
巳
罰
①
馬
胃
ｏ
彦

冒
の
胃
具
の
よ
り
校
訂
出
版
、
更
に
梵
文
原
典
の
補
正
を
お
こ
な
い
新
製

本
改
訂
第
二
版
と
し
て
一
九
七
七
年
に
出
版
し
た
。
蔵
・
漢
訳
は
な
く
推

定
約
一
六
○
葉
あ
る
う
ち
現
存
す
る
の
は
六
三
葉
だ
け
、
散
怯
部
分
の
多

い
未
完
本
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
｜
一
博
士
は
造
論
者
を
「
大
唐
西
域
記
」
の
故

事
を
も
と
に
衆
賢
の
直
弟
子
砒
末
羅
密
多
羅
つ
『
旨
鳥
目
耳
騨
ゞ
唐
、
無
垢
友
、

念
？
②
ｇ
シ
ロ
）
と
推
定
す
る
が
結
論
を
得
な
い
。
シ
ロ
く
の
構
成
は
『
倶

舎
論
」
の
前
八
章
に
対
応
す
る
。
逐
一
的
偶
頌
（
冨
昌
園
）
．
の
一
致
は
見

ら
れ
ず
シ
ロ
ぐ
独
自
の
偶
頌
を
つ
く
る
点
で
『
順
正
理
論
』
の
構
成
と
も

異
な
る
。
尚
、
筆
者
は
レ
ロ
く
の
、
全
体
を
八
篇
（
且
ご
母
騨
）
に
配
列

し
各
一
篇
を
四
章
言
且
秒
）
単
位
に
分
け
て
註
釈
す
る
と
い
う
科
文
の
構

成
の
特
色
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
次
い
で
シ
ロ
く
の
思
想
的
特
色
に
つ

い
て
、
特
に
そ
の
批
判
的
形
態
が
世
親
や
部
派
間
の
異
説
を
論
難
す
る
の

み
な
ら
ず
大
乗
の
学
派
思
想
、
更
に
は
外
教
を
も
広
く
批
判
の
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
を
論
究
さ
れ
る
。

第
三
節
「
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
－
．
Ｅ
と
諸
経
論
と
の
関
係
」
で
は
、

シ
ワ
ぐ
の
所
在
を
解
明
す
る
た
め
に
ま
ず
有
部
系
諸
論
害
に
お
け
る
極
微

倶
生
説
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
も
大
乗
系
諭
書
か
ら
の
論
難

を
意
識
下
に
お
い
て
津
ロ
ぐ
独
自
の
説
を
打
ち
立
て
た
こ
と
が
究
明
さ
れ

る
。
そ
し
て
特
に
「
入
阿
毘
達
磨
論
』
と
教
系
上
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ

と
が
検
証
さ
れ
る
。
次
い
で
缶
己
ぐ
所
引
の
『
法
句
経
』
四
例
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
る
。
最
近
公
刊
さ
れ
た
新
資
料
「
混
滑
梵
語
法
句
経
」
（
切
目
‐

包
言
黒
国
苔
壗
昼
ワ
ｇ
Ｈ
Ｂ
四
冨
呂
）
を
も
精
査
し
シ
ロ
ぐ
が
「
法
句
経
』

の
源
泉
系
統
の
解
明
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
も
な
る
こ
と
を
論
述
す
る
。
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第
四
節
「
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
－
．
こ
の
作
者
と
そ
の
学
系
」
で
は
、
「
西

域
記
』
中
、
伊
湿
伐
遥
（
扉
ぐ
閏
煙
）
論
師
述
作
の
『
阿
毘
達
磨
明
灯
論
」

の
論
名
に
注
目
さ
れ
る
。
漢
訳
語
「
明
灯
」
は
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
の

の
唱
○
ロ
日
凹
（
呂
息
）
に
相
当
し
昌
恵
か
冒
秒
日
忌
い
ず
れ
に
も
還
元

可
能
で
あ
る
。
又
、
徳
光
（
。
ｇ
名
園
ｇ
Ｐ
）
の
故
事
を
も
と
に
彼
の
著

作
「
弁
真
論
』
（
梵
還
名
笥
胃
芽
閉
胃
冨
職
め
耳
凹
》
目
ｐ
ヰ
ご
凹
閏
目
の
困
困
の
‐

ｑ
沙
）
と
シ
ロ
ぐ
の
冒
冨
圃
国
作
「
目
四
茸
ぐ
儲
名
薗
己
と
の
関
連
性

を
指
摘
さ
れ
る
が
確
証
は
な
い
。
学
系
を
「
学
派
の
系
統
」
と
解
す
れ
ば
、

正
統
派
の
論
師
世
友
（
ぐ
四
目
目
吋
凹
）
の
流
れ
を
く
む
有
部
の
学
系
で
あ

る
。
又
、
成
立
年
代
の
考
証
で
は
、
そ
の
他
に
文
法
的
論
議
に
よ
る
論
証

が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
外
教
で
は
『
曙
○
鴨
目
勝
憩
』
（
少
．
ロ
出
ｇ
頃
）
系

の
も
の
に
言
及
す
る
等
か
ら
一
応
シ
ロ
ふ
ざ
＆
ｇ
年
間
に
想
定
す
る
が

そ
れ
以
後
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
と
し
今
後
の
討
究
が
期
さ
れ
る
。

第
三
章
「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
批
判
的
立
場
」
第
一
節
「
説
一
切
有

部
に
よ
る
他
部
派
批
判
」
で
は
、
部
派
の
代
表
的
学
派
有
部
の
判
釈
の
立

場
と
形
態
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
る
。
『
異
部
宗
輪
論
』
の
記
述
か
ら
罷
口
ぐ

に
至
る
判
釈
的
形
態
が
示
さ
れ
る
。
特
に
シ
ロ
ぐ
の
中
で
は
、
理
証
教
証

（
冒
再
賦
咽
日
四
）
に
違
反
し
正
統
性
を
保
ち
得
な
い
三
論
者
⑩
分
別
論
者

（
ぐ
旨
冒
ご
ゆ
く
目
旨
）
・
臂
愉
師
（
ロ
目
黒
目
は
厨
）
、
②
ヴ
ァ
ー
イ
ト
ゥ
リ

力
の
ア
ョ
ー
ガ
空
性
論
者
（
ぐ
巴
目
匡
畠
罷
冒
盟
箇
昌
胃
習
目
旨
）
、
③
補

特
伽
羅
師
の
事
無
記
論
者
（
弓
④
ロ
品
目
冨
鈩
ぐ
圃
胃
固
く
目
旨
）
に
つ
い

て
詳
説
す
る
。
論
者
名
②
は
Ｐ
己
ぐ
特
有
の
も
の
。
ぐ
凰
目
匡
畠
の
名
称

は
五
ヶ
所
（
九
四
頁
の
四
ヶ
所
お
よ
び
註
に
付
加
）
み
ら
れ
、
そ
の
語
源
的
説

明
を
示
す
が
本
書
二
九
八
頁
以
下
に
お
い
て
詳
細
に
論
究
さ
れ
る
。
更
に
、

冒
忌
圃
邑
が
自
派
を
〈
、
且
‐
ぐ
圏
冒
〉
な
り
と
し
て
有
論
者
Ｉ
真
実
論
者

と
解
し
た
の
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
上
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
節
「
説
一
切
有
部
内
の
異
解
批
判
」
で
は
、
四
大
論
師
説
を
列
挙

し
批
評
す
る
が
、
冒
冨
園
田
が
法
救
ｅ
ｇ
Ｈ
目
鼻
働
冨
）
に
対
す
る
衆

賢
の
救
釈
に
従
わ
ず
否
定
す
る
点
は
思
想
的
に
必
ず
し
も
『
順
正
理
論
』

を
踏
襲
し
て
い
な
い
証
拠
で
あ
る
。
又
、
琵
口
ぐ
は
『
倶
舎
論
」
の
作
用

（
園
Ｈ
胃
四
）
の
代
り
に
胃
ご
脚
の
語
を
当
て
る
。
毎
口
ぐ
が
作
用
概
念
の

理
解
の
仕
方
に
根
本
的
相
違
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
◇

第
四
章
「
説
一
切
有
部
実
在
論
の
基
盤
’
三
世
実
有
論
ｌ
」
第
一
節

「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
実
在
論
の
根
拠
」
で
は
、
シ
ロ
ぐ
の
作
用
涛
昌
‐

乱
）
概
念
が
イ
ン
ド
宗
教
哲
学
思
想
の
重
要
概
念
３
穴
丘
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
そ
の
阿
回
国
概
念
で
一
切
法
は
有
作
用
で
あ
る
実
在
の
根
拠
を
確

認
す
る
。
衆
賢
は
世
親
の
曲
解
を
衆
賢
流
の
用
語
で
反
証
し
、
シ
ロ
ぐ
は

諸
法
と
三
時
の
関
係
に
つ
い
て
同
一
基
体
性
（
①
圃
目
時
目
眉
制
）
と
離

基
体
性
（
ぐ
巴
箇
目
時
胃
腰
喝
四
）
の
新
用
語
を
用
い
て
実
在
の
意
味
を
そ

れ
ぞ
れ
確
認
す
る
。
シ
ロ
ぐ
の
こ
の
文
法
的
論
証
法
は
衆
賢
以
後
の
有
部

に
対
す
る
論
難
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
。

第
二
節
「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
実
在
の
諸
相
」
で
は
、
有
（
、
胃
）
に

「
存
在
」
と
「
真
実
」
の
両
義
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
「
存
在
」
が
実
在

と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
は
真
偽
、
善
悪
を
越
え
た
真
存
在
を
意
味
す
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
の
巴
自
の
思
想
を
受
け
た
作
用
涛
凰
乱
）

の
は
た
ら
き
が
根
拠
と
な
る
と
す
る
。
そ
れ
は
又
、
二
十
二
根
と
作
用
の

関
係
の
底
流
に
も
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
。
次
い
で
、
シ
ロ
く
の
四
種
の

有
（
“
胃
）
の
勝
義
有
ｅ
胃
四
日
目
昏
騨
‐
唾
・
）
、
②
世
俗
有
（
の
Ｐ
ｇ
ぐ
旨
‐
”
・
）
、
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③
両
有
（
巨
昌
葛
呉
颪
‐
卯
・
）
、
仙
相
待
有
（
息
①
厨
冨
‐
の
．
）
の
分
類
の
仕

方
は
捧
口
ぐ
特
有
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

第
三
節
「
『
ァ
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
。
ｇ
に
お
け
る
三
世
実
有
の
論
証
」

で
は
、
ま
ず
三
世
実
有
の
原
語
〈
且
ご
鼻
Ｈ
３
画
目
院
は
〉
を
検
討
し
、
こ

の
場
合
の
実
有
は
〈
日
四
国
国
‐
め
胃
〉
で
は
な
く
〈
儲
武
〉
で
あ
る
こ
と
に

注
意
さ
れ
る
。
そ
し
て
三
世
実
有
の
い
く
つ
か
の
論
証
を
あ
げ
て
論
述
す

る
。
シ
ロ
ぐ
の
三
世
実
有
に
対
す
る
思
想
的
特
質
は
世
親
と
衆
賢
と
の
対

、
、
、
、
、
、
、

比
を
通
し
て
究
め
ら
れ
る
。
特
に
大
乗
へ
の
転
向
者
世
親
に
対
す
る
シ
ロ
ぐ

の
批
判
的
態
度
は
熾
烈
窮
ま
る
。

総
じ
て
、
睡
己
ぐ
の
学
派
的
立
場
は
本
質
的
に
は
衆
賢
の
法
灯
を
継
ぐ

正
統
有
部
側
に
立
つ
と
は
い
え
、
鈩
口
ぐ
の
論
証
の
仕
方
に
は
正
系
、
傍

系
の
他
論
書
に
な
い
独
自
的
方
法
論
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窮
い
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
》

第
二
編
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
存
在
の
分
析
」
第
一
章
「
物
質
的
基

礎
概
念
の
分
析
」
第
一
節
‐
「
色
（
日
冨
）
の
構
成
と
分
析
」
で
は
へ
極
微

と
四
大
の
両
概
念
は
イ
ン
ド
思
想
の
自
然
観
よ
り
生
理
学
的
現
象
だ
け
で

な
く
心
理
学
的
現
象
を
叙
述
す
る
た
め
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
後
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
諭
書
一
（
シ
ロ
ぐ
）
に
お
い
て
極
微
説
は
、
感
性
的
心

理
学
的
物
質
論
で
あ
る
色
聚
論
と
融
合
し
ア
ピ
ダ
ル
マ
独
自
の
物
質
論
を

生
む
に
至
っ
た
こ
と
を
八
事
倶
生
説
で
証
明
す
る
。

第
二
節
「
八
事
倶
生
説
」
で
は
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
先
の
極
微
説

が
色
聚
説
と
関
係
す
る
論
議
が
生
ま
れ
、
矛
盾
点
を
解
決
す
る
た
め
の
論

三

証
が
後
期
有
部
系
の
論
耆
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゆ
く
。
他
の
一
極

微
と
不
相
離
な
る
七
事
と
の
関
係
に
お
い
て
説
く
シ
ｇ
『
の
論
証
の
仕
方

は
有
部
の
教
学
と
関
係
深
い
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
原
子
論
の
哲
学
に
も
認
め
ら

れ
る
と
い
う
。
○
．
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
解
釈
が
有
効
的
に
把
握
さ
れ
る
。

第
三
節
「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
物
質
論
の
特
質
」
で
は
、
「
佛
教
徒
は
、

物
質
的
本
性
（
巳
①
白
骨
目
呂
①
ｚ
胃
貝
）
で
は
な
く
、
人
格
（
も
①
勗
冒
‐

胃
嶌
①
粋
）
を
分
析
し
て
お
り
、
而
も
二
つ
の
観
点
即
ち
生
理
学
か
心
理
学

か
の
立
場
で
あ
る
」
と
い
う
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
見
解
は
よ
く
有
部
の
物

質
論
の
解
明
に
光
を
与
え
る
も
の
で
、
無
表
色
の
特
質
、
色
の
分
類
と
分

析
の
も
と
で
も
ア
ビ
ダ
ル
↓
、
の
物
質
論
は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
論
述
す

づ
（
》
Ｏ

第
二
章
「
心
理
的
基
礎
概
念
の
分
析
」
第
一
節
「
心
・
心
所
の
関
係
」

で
は
、
心
・
心
所
別
体
説
を
と
る
有
部
と
心
・
心
所
無
別
体
説
を
と
る
経

部
世
親
と
の
重
要
な
論
争
点
に
な
る
心
・
心
所
の
倶
生
関
係
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
鈩
口
ぐ
は
基
本
的
に
は
衆
賢
の
説
に
従
い
な
が
ら
大
種
と
所
造

色
を
自
体
（
い
く
四
日
恩
）
と
為
作
さ
れ
た
も
の
（
目
算
四
）
の
両
概
念
を
介

し
て
積
極
的
か
つ
独
自
的
に
心
・
心
所
別
体
説
を
展
開
す
る
。
シ
ロ
ぐ
中

の
『
法
句
経
』
三
七
偶
の
意
趣
も
心
所
肯
定
を
明
示
す
る
教
証
で
あ
る
と

理
解
さ
れ
る
。

第
二
節
「
心
所
の
分
類
」
で
は
、
特
に
学
派
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る

有
部
と
琉
伽
唯
識
学
派
と
の
心
所
論
の
力
点
の
相
違
に
つ
い
て
吟
味
す
る
。

第
三
節
「
心
の
構
造
」
で
は
、
経
部
・
琉
伽
唯
識
学
派
の
ア
ー
ラ
ャ
識
、

種
子
（
ｇ
ｐ
）
説
と
有
部
の
反
論
の
根
拠
、
五
義
の
平
等
、
心
・
心
所
倶

生
に
基
づ
く
心
理
的
存
在
の
把
握
が
確
認
さ
れ
る
Ｃ
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第
三
編
「
説
一
切
有
部
に
よ
る
大
乗
批
判
」
第
一
章
「
『
ア
ビ
ダ
ル
マ

デ
ィ
－
．
ｇ
に
見
ら
れ
る
大
乗
伽
教
徒
へ
の
呼
称
」
第
一
節
「
「
ヴ
プ
ー

イ
ト
ゥ
リ
カ
』
な
る
呼
称
」
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
小
乗
側
の
諸
諭
書
に

大
乗
思
想
に
関
す
る
言
及
が
殆
ど
欠
い
て
い
る
な
か
で
、
新
資
料
捧
口
ぐ

に
登
場
す
る
ぐ
魚
群
呂
菌
に
注
目
さ
れ
詳
述
す
る
。
辞
書
、
諸
経
論
類
に

未
見
の
ぐ
凰
冒
屋
畠
の
語
義
に
つ
い
て
ジ
ャ
イ
ニ
博
士
、
Ａ
・
Ｋ
・
ワ
ー

ダ
ー
博
士
の
所
説
に
加
え
て
Ｋ
・
Ｒ
・
ノ
ー
↓
、
ン
博
士
の
当
該
論
文
を
紹
介

し
検
討
す
る
。
ｗ
・
ラ
ー
フ
ラ
博
士
の
所
説
に
疑
義
を
呈
し
た
ノ
ー
マ
ン

博
士
は
語
源
に
は
ブ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
か
ら
の
逆
成
語
（
ｇ
ｏ
匡
○
儲
冒
酌
武
○
口
）

て
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
本
書
は
『
集
論
』
『
釈
論
』

第
四
節
「
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
』
に
お
け
る
心
所
法
の
意
義
」
で

は
、
関
係
部
分
の
抄
訳
を
示
し
参
考
に
供
す
。

第
三
章
「
非
物
質
的
・
非
心
理
的
基
礎
概
念
の
分
析
」
第
一
節
「
心
不

相
応
行
法
」
で
は
、
こ
の
法
の
立
て
方
の
異
説
を
め
ぐ
っ
て
南
北
両
伝
の

学
派
学
説
の
諸
相
を
比
較
検
討
す
る
。
有
部
の
実
有
的
心
の
分
析
に
単
な

る
心
理
論
か
ら
認
識
論
的
・
解
脱
救
済
論
の
道
へ
通
ず
る
存
在
意
義
を
み

と
り
得
る
。

第
二
節
「
無
為
法
」
で
は
、
無
為
仮
実
の
学
派
的
論
争
を
も
と
に
択
滅
、

非
択
滅
に
つ
い
て
の
有
部
の
正
義
を
明
か
す
。
吹
い
で
、

第
三
節
「
滅
諦
・
浬
梁
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析
」
で
は
、
無
著
の

『
集
論
』
の
な
か
に
新
た
な
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
特
質
を
見
出
し
滅

諦
に
関
す
る
十
二
の
各
観
点
を
語
源
的
解
釈
を
通
し
て
解
析
す
る
。

'四

に
示
さ
れ
る
大
乗
菩
薩
蔵
の
三
異
名
ぐ
巴
直
々
⑳
』
ぐ
目
ご
辱
四
』
ぐ
巴
８
句
四

に
関
す
る
語
源
的
転
釈
を
通
し
て
ぐ
ゅ
目
旨
冨
を
外
道
の
次
元
ま
で
引
き

戻
し
「
等
し
か
ら
ざ
る
異
教
徒
」
と
い
う
辛
辣
な
蔑
称
語
で
あ
る
と
み
る
。

第
二
節
「
『
ア
ョ
ー
ガ
空
性
論
者
」
な
る
名
称
」
で
は
、
更
に
シ
ワ
ぐ
の

別
の
新
用
語
鈩
冒
噌
曾
ご
口
圃
ぐ
目
旨
に
注
目
さ
れ
る
。
シ
ロ
ぐ
の
世
親

批
判
の
形
態
か
ら
聡
伽
唯
識
学
派
の
三
自
性
（
曾
畠
農
ゆ
く
目
冨
ぐ
農
）
説

批
判
へ
至
る
展
開
の
意
図
を
検
討
す
る
。
次
い
で
〈
農
『
○
彊
〉
の
意
味
に

つ
い
て
、
所
説
と
原
典
に
即
し
た
解
釈
を
示
す
。

第
二
章
「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
「
空
』
の
位
世
づ
け
」
第
一
節
「
聡

伽
唯
識
学
派
に
お
け
る
空
と
空
性
」
で
は
、
昌
○
盟
普
ご
Ｐ
風
の
語
義
お

よ
び
そ
の
意
趣
を
感
得
し
た
上
で
、
世
親
の
空
性
観
に
つ
い
て
『
中
辺
分

別
論
』
（
旨
自
身
習
国
‐
く
ぎ
冨
盟
Ｉ
職
稗
国
）
の
空
性
（
曾
昌
四
国
）
の
考

え
方
の
思
想
史
的
背
景
を
考
え
る
。

第
二
節
「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
空
の
概
念
」
で
は
、
ま
ず
四
念
住
の

総
相
・
別
相
の
二
念
住
に
つ
い
て
シ
ロ
ぐ
の
論
証
の
仕
方
に
注
目
さ
れ
る
。

シ
ロ
ぐ
（
属
画
甜
雲
以
下
で
諸
法
と
無
我
の
関
係
、
諸
行
と
自
性
の
不
空

的
関
係
を
論
じ
、
空
の
理
解
の
仕
方
に
一
定
の
論
証
方
式
が
存
す
る
こ
と

を
知
る
。
こ
こ
に
空
ｌ
非
有
と
不
空
Ｉ
実
有
と
の
極
端
な
二
等
式
を
排
し

た
中
道
（
目
且
匂
四
口
風
智
鼻
巷
呉
）
の
教
え
が
意
味
を
も
つ
。
又
、
引

証
す
る
『
法
句
経
』
中
に
空
に
関
す
る
言
及
が
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
、

有
部
の
空
把
握
の
傍
証
に
な
る
と
み
る
。

第
三
章
「
無
自
性
論
批
判
」
第
一
節
「
中
観
学
派
の
無
自
性
論
」
で
は
、

『
皿
評
論
』
『
中
論
』
お
よ
び
月
称
註
司
国
困
冒
国
冨
目
』
を
も
と
に

検
討
す
る
。
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第
二
節
「
瞼
伽
唯
識
学
派
の
無
自
性
論
」
で
は
へ
同
学
派
は
専
ら
有
部

と
中
観
学
派
か
ら
教
学
的
影
響
を
受
け
る
が
三
自
性
と
人
間
存
在
の
か
か

わ
り
方
に
解
脱
実
践
と
い
う
力
動
的
心
の
転
換
（
転
依
、
富
国
ぐ
耳
節
：
苫
）

の
原
点
を
感
得
す
る
。

第
三
節
「
過
未
無
体
論
批
判
」
に
つ
い
て
、
俸
口
ぐ
は
現
実
生
成
の
力

動
性
を
も
つ
法
の
自
性
（
い
く
四
目
習
い
）
を
立
て
経
部
の
批
判
に
答
え
る
。

又
、
経
部
の
「
減
す
る
に
因
を
待
た
な
い
」
（
昌
昌
①
目
冨
‐
一
言
獣
い
）
に
対

し
て
有
部
は
必
ず
「
減
す
る
に
因
あ
り
」
（
⑳
畠
①
目
門
ぐ
旨
俶
煙
伝
）
と
立
て

反
論
し
「
減
」
（
ぐ
冒
胤
煙
）
の
意
味
を
圃
昌
園
と
丙
昌
戯
の
区
別
を
通

し
て
論
証
す
る
。

第
四
節
「
無
自
性
論
と
自
性
」
で
は
、
ぐ
ぃ
詳
昌
厨
の
縁
起
無
自
性
空

の
主
張
は
中
観
の
根
本
思
想
で
あ
る
と
同
時
に
無
著
の
『
集
論
』
法
肺
『
解

深
密
経
』
無
自
性
品
第
五
の
所
説
と
も
相
応
す
る
。
冒
冨
圃
国
は
こ
れ

を
ブ
ラ
フ
↓
、
問
答
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
謎
か
け
問
答
、
耳
目
目
。
身
“
）
に
等
し
い
虚

構
的
観
念
の
遊
戯
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
新
た
に
法
と
因
と
縁
の
関
係
を
響

嶮
的
表
現
を
用
い
て
批
判
す
る
。
又
、
経
部
の
因
縁
和
合
と
極
微
和
合
に

関
す
る
仮
実
の
論
議
や
過
未
仮
有
論
の
所
在
を
検
討
す
る
。
次
い
で
、
大

徳
ク
マ
ー
ラ
ラ
ー
タ
（
悶
匡
昌
閏
四
国
ｇ
）
の
三
世
観
の
例
嚥
に
一
定
の
評

価
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
又
、
シ
ワ
ぐ
は
号
色
ぐ
苫
』
ゆ
く
色
‐

ず
目
ぐ
ゅ
》
叩
く
肖
目
四
』
函
日
日
』
胃
ご
脚
等
の
有
部
的
概
念
の
区
別
を
通
し

て
経
部
世
親
の
概
念
的
理
解
の
混
乱
と
曲
解
を
批
判
す
る
。
筆
者
は
ア
ビ

ダ
ル
マ
の
め
ど
：
目
く
い
の
本
質
概
念
に
つ
い
て
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲

学
な
ど
の
視
座
か
ら
も
見
直
し
検
討
さ
る
ゞ
へ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
最

後
に
中
観
学
派
の
無
自
性
空
論
に
対
す
る
有
部
の
批
判
的
意
義
に
つ
い
て

論
究
さ
れ
る
。
縁
起
を
認
め
事
物
の
相
関
関
係
を
両
学
派
と
も
認
め
な
が

ら
互
い
に
分
離
対
立
の
平
行
線
を
辿
る
の
は
自
性
（
い
く
騨
亘
固
く
ど
の
理
解

の
仕
方
に
大
き
な
隔
り
が
存
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
と
み
る
・
新
資
料
シ
ロ
ぐ

は
よ
く
そ
の
論
調
を
明
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
実

像
を
解
明
す
る
鍵
も
こ
の
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
吉
目
吹
に
従
い
著
者
の
言
を
借
り
な
が
ら
、
又
若
干
の
私
的

感
想
を
ま
じ
え
内
容
を
概
観
し
ま
と
め
紹
介
し
て
き
た
。
従
来
ア
ビ
ダ
ル

マ
研
究
に
対
し
な
か
ば
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
重
要
で
多
様
な
諸
問
題
が

著
者
の
該
博
な
思
考
と
方
法
論
に
よ
っ
て
補
訂
を
み
、
総
合
的
に
整
理
し

解
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
書
に
お
い
て
学
び
得
た
。
特
に
ア
ビ
ダ
ル
マ

文
献
の
新
資
料
シ
ワ
ぐ
の
精
細
な
原
典
解
明
は
今
後
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想

の
研
究
に
対
し
て
新
機
杣
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
本

書
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
学
ぶ
後
学
者
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
な
学
術
研
究
書

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
大
き
な
ひ
と
つ
の
基
本
的
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
あ
る
。
尚
、
一
言
添
え
る
な
ら
ば
、
若
干
の
内
容
の
重
複
部
分
を
補

う
に
諸
論
文
の
初
出
一
覧
の
補
註
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
よ

っ
て
本
書
の
学
術
的
評
価
は
川
も
損
な
う
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

最
後
に
、
ひ
と
り
筆
者
に
よ
る
本
書
解
読
の
不
当
不
備
や
遺
漏
あ
り
し

は
謝
し
て
正
し
て
ゆ
く
の
み
で
あ
る
。

．
（
昭
和
五
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月
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